
住民（目撃・通報）※イノシシ・サル等

市役所（農林水産課農政係）

出没が農地関連である
（農作物被害）

出没が市街地・住宅地である
（人的被害が予測される）

総務課防災係

警察署（代表電話 0954-63-1111）※人的被害が予測される出没

【通報時の確認事項】

・通報者のお名前、電話番号
・目撃日時
・目撃場所
・目撃個体の情報
（種類・頭数・大きさ・状況など）
・関係機関への連絡の有無
（警察、猟友会、区長など）

死骸である

環境下水道課環境係

住民・区長・教育
委員会（学校）・
福祉課・保険健康
課（福祉施設等）
へ注意喚起

人家等への被害が予測される場合は、農林水産課、総
務課、猟友会、警察と連携し、追い払いや捕獲などの
現地対応や周辺パトロール（2名体制）

【個人：長期的な対策】
畑や田をワイヤーメッシュ
や電気牧柵で囲うなど、農
地を守る対策

回収

野鳥の死骸

同一箇所で複数の
死骸があるなど、
鳥インフルエンザ
の疑いがある

西部家畜保健衛生所
（電話0954-22-3185）

・野生の鳥獣の捕獲は、法律で禁止されています。有害鳥獣（イノシシ、アライグマ等）であっても、行政の許可を得た
方（猟友会等の捕獲従事者）で、駆除対象となっている有害鳥獣しか捕獲できません。
・傷病の鳥獣でも、野生の生き物は自然回復力があり、生死も自然界の生態系の一環です。なるべく手を出さずに見守り
ましょう。
・単体での野鳥の死亡は、自然死の可能性が高いため、ただちに鳥インフルエンザを疑う必要はありません。しかし、野
鳥などは鳥インフルエンザ以外にも様々な菌等を保有している恐れがあったり、人が保護することでかえって衰弱したり、
野生に帰ることができなくなったりしますので注意しましょう。
・有害鳥獣の出没の際は、状況を確認し、山林等への追い払いや見回り、罠の設置などの対応を検討します。
・私有地内でのハチの巣駆除や、鳥被害、屋根裏・床下への動物の入り込みなどは、個人対応での追い払い、もしくは直
接専門業者へ駆除依頼をしていただくことになります。

保護対象鳥獣の傷病

カササギの場合
（天然記念物）

鳥獣保護員に連絡
（鹿島市２名）

農林水産課農山漁村係

保護後、野生に帰す

生涯学習課
社会教育文化係

傷病時は保護し、県の施設へ

※有害鳥獣（イノシシ・タヌキ・アライグ
マ・アナグマ等）の疾病は、鳥獣保護対象外
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【鹿島市で駆除対象の有害鳥獣】
イノシシ・アライグマ・タヌキ・アナグマ・テン・ヒヨドリ・カワウ・カラス・スズメ・サ
ギ類・ハト類・カモ類

農林水産課農政係

↓

※私有地内の回収には
料金がかかります

猟友会へ連絡

※市の連絡後、通報者と直接やりとり

猟友会による罠設置など


